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●学生時代頑張ったこと
　小学3年生から中学3年生までクラブチームでサッカーをしていました。
練習がしんどい時もありましたが、仲間たちと声を掛け合い頑張っていた
のはとてもいい思い出です。
　サッカーを続けてきてあきらめない気持ちを少しは持てるようになった
かなと思います。

●仕事で頑張っていること
　仕事では、スタッフが働きやすい環境づくりを
意識しています。お花の手入れや制作などに時間を使えるように、事務作業や発注
業務の効率化を考えています。また、体力的な負担を減らすために作業場を整え、
余裕を持って仕事をしてもらえるような職場を目指しています！
●趣味、好きなこと
　昨年9月、子供が通う小学校の試合に参加したことをきっかけにソフトバレーを
始めました。今では週に一度練習に参加しています。程よく体を動かせるので、少
しは運動不足も解消できているかなと感じています。怪我には気を付けつつ、これ
からも元気に続けていきたいです！

会社名 タカオフラワーブティック　会社住所 尾道市美ノ郷町三成1747-3　業種 小売業・生花販売

高
尾 

亮
平

た
か
お
り
ょ
う
へ
い

●学生時代に頑張ったこと
　学生時代は東広島から尾道までの長距離通学を継続しま
した。毎日の移動時間が長い中でも、遅刻せず計画的に行動
することを意識しました。時間の使い方を工夫し、継続力と自
己管理能力を身につけることができました。
●仕事で頑張っていること
　仕事ではメリハリを意識し、無駄のないテキパキとした行動を心がけています。
また、整理・整頓・清掃・清潔の4Sを徹底し、安全で効率の良い作業環境づくりに努

めています。日々の積み重ね
を大切にしています。
●趣味・好きなこと
　趣味は漫画を読むことで
す。さまざまなジャンルの作品に触れることで、気分転
換になるだけでなく、考え方や価値観を広げるきっかけ
にもなっています。空いた時間に楽しみながらリフレッ
シュしています。

会社名 株式会社咲人工業　会社住所 福山市藤江町1914-1　業種 解体業

島
谷 

弘
也

し
ま
た
に
ひ
ろ
や

●学生時代頑張っていた事・仕事で頑張っている事
　4歳のころから10年ほど柔道をしておりました。幼少期から柔道が当たり前
にある生活で、その中で我慢強さや礼節の大切さ。「礼に始まり礼に終わる」と
いう精神を学べたと思っております。
　私は現在、建設業に従事し、現場管理を中心に安全・品質・工程のバランスを

意識しながら日々の業務に取り組んでいます。周囲と
の連携を大切にし、段取りよく仕事を進めることを心掛
けてきました。今後も責任感を持って行動しながら、自
身の成長と地域への貢献が出来たらよいと考えていま
す。
●趣味・好きなこと
　私の好きなことは家族と過ごす時間です。休日は一
緒に出かけたり、食事を楽しんだりしながら、心身ともにリフレッシュしています。家
族との時間を通じて得られる支えや気づきを大切にし、仕事や地域活動にも前向き
に取り組んでいきたいと考えています。

会社名 T2株式会社　会社住所 尾道市平原4-6-24　業種 建設業
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3
月
12
日
（
木
）
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
よ
り 

加
藤
大
将
会
頭 

を
お
迎
え
し
、
三

原
の
地
（
広
島
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
）
に
お
い
て
、

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
よ
る
会
頭
公
式
訪
問
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
加
藤
会
頭
を
は
じ
め
日
本
青
年
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
広
島
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

会
頭
と
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
団
な
ら
び
に
各
地
会
員

会
議
所
理
事
長
と
の
意
見
交
換
会
、
ま
た
J
C
版
経

営
者
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
会
頭
は
、
J
C
の
本
質
的
価
値
に
つ
い
て

「
運
動
こ
そ
が
地
域
に
対
す
る
最
大
の
魅
力
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
社
会
に
対
し
て
価

値
あ
る
運
動
を
継
続
的
に
展
開
し
、
時
代
や
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
毎

年
進
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
、
組
織
と
し
て
の

価
値
が
高
ま
り
、
地
域

か
ら
の
信
頼
と
共
感
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
懇
親
会
で
は
地
元
三
原
の
「
や
っ
さ
踊

り
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
終
始
活
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
、
広
島
の
地
ま
で
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
加
藤
会
頭
を
は
じ
め
、
公
益
社
団
法
人

日
本
青
年
会
議
所
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　   

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　
3
月
16
日
（
月
）
に
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、

3
月
例
会
「It' s M

y Life 

～
地
域
を
支
え
る

『
動
け
る
世
代
』
へ
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
、
体
づ
く
り
を
切
り
口
に
、
心
と

身
体
の
健
康
が
日
々
の
行
動
や
地
域
活
動
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
お
招
き
し
た
株
式
会
社
L
E
M
O
N
の
ハ
ラ
ダ
マ
ン
、

リ
カ
さ
ん
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
挑
戦
、
体
づ
く
り

を
通
し
て
人
生
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
実
体
験
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」
や
「
自
分
自
身
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
講
演
や
鼎
談
、
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
自
ら
の
健
康
と
向
き
合
い
、
こ
れ

か
ら
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
私
た
ち
現
役
世
代
が
地
域
を
支
え
る
存
在

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
得
た
気
づ
き
や
学
び
を
、
日
常
生
活
や

日
々
の
J
C
活
動
の
中
で
の
行
動
に
つ
な
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
尾
道

に
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
当

委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
引
き
続
き

「
動
け
る
世
代
」
の

創
出
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
記
事
：
地
域
交
流
委
員
会 

委
員
長
　
今
城 

佑
基
）
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3
月
21
日
（
土
）
尾
道
う
ず
し
お
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
春
期
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
、
絶
好
の
ゴ
ル

フ
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
も
お
忙
し
い
中
O
B
諸
先
輩
方
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
、
懇
親
を
深
め
な
が
ら
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

大
会
で
栄
え
あ
る
優
勝
に
輝
か
れ
た
の
は
、
山
本 

恭
平
先
輩
で
し
た
。
優
勝
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ベ
ス
グ
ロ
は
村
上 

康
先
輩
で
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
、
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
次
回
開
催
の
秋
期
ゴ
ル
フ
（
追
い
出
し
コ
ン
ペ
）
は
、
11
月 

23
日
（
月
）
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
、
宜
し
く
御
願
い
致
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　本
年
度
の
尾
道
み
な
と
祭
で
は
「
超
ゲ
ー
ム
パ
ー
ク
〜TEP

P
EN

〜
」
と
題
し
、
５
つ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
射
的
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
魚
釣
り
、
電
流
棒
ゲ
ー
ム
、
キ
ッ
ク
ダ
ー
ツ
、
ウ
ォ
ー
ル
ク
ラ
ッ

シ
ュ
）
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。
気
軽
に
参
加
で
き
て
、
思
わ
ず
夢
中
に
な
る
体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
！
年

に
一
度
の
尾
道
み
な
と
祭
で
、
子
ど
も
た
ち
が
心
か
ら
楽
し
み
、
思
い
出
に
残
る
時
間
を
過
ご
せ
る
場
を
設
け
る

こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
笑
顔
を
生
み
出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
会
場
全
体
の

一
体
感
と
賑
わ
い
を
創
出
し
、
尾
道
の
ま
ち
に
活
気
を
も
た
ら
す
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
家
族
や
お
友
達

と
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！

（
記
事
：
社
会
開
発
委
員
会 

委
員
長

　塚
本 

善
昭
）

みなと祭 告知

　未来創造委員会では、福森委員長が掲げる「想い描く」というテーマのもと、活
動を進めています。尾道が紡いできた歴史や文化には、多くの人々の「想い」が込

められています。私たちは、その一つひとつの想いに目
を向け、未来の姿を想い描きながら、よりよいまちづくり
につなげていきたいと考えています。
　当委員会は、委員会中は真剣に話し合い、委員会が終
われば和気あいあいとした雰囲気で、非常にメリハリの
ある仲の良い委員会です。福森委員長のテーマ「想い描く」をもとに意見を交わしながら、委員
会メンバー全体で成長していける一年にしたいと考えています。
　尾道の未来を想い描き、楽しみながら一年間活動を続けてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （記事 : 幹事　高尾 亮平）

未来創造委員会

　私たち社会開発委員会では、塚本委員長が掲げる「価
値の創出」の所信テーマのもと委員会活動に励んでい
ます。
　メンバーは入会歴が3年以内のメンバーが多く、若手
とベテランの融合を行い、より柔軟な意見を出し合うこ

とで活動に役立てていくことを意識しています。
　祭りをはじめとする尾道の伝統文化への参加を行うことで、地域の皆様と積極的に関わり、い

ま町の人が思っていること、この町が抱える問題などを掘り起こ
すことで、共に抱える地域の課題や近い将来起きるかもしれな
い災害についてできることがないかを考えています。
　１年間、塚本委員長の下、団結し、それぞれのメンバーが価値
を創出し磨きあうことで、どの委員会よりも充実した１年間とな
るよう、活動してまいります。
　宜しくお願いいたします。　　　　

（記事 : 宮永 祐吾）

社会開発委員会

　私たち地域交流委員会は、「いちゃりばちょーでー」をテー
マに掲げ、大好きな宮古島の気候のように温かみあふれる
今城委員長のもと、個性と強みを兼ね備えた、まさにアベン
ジャーズのような集団です。
　遊び心あふれるメンバーの発案も、委員会のブレインで
ある加藤さんや、冷静沈着な宮本さんをはじめとする卒業予定者の支えによって、しっかりと形になっています。
　また、委員会の出席率も非常に高く、メンバー全員が楽しみながらJC活動に取り組んでいるのも大きな特徴です。

　子育てをしている会員や、趣味に情熱を注ぐ会員
など、多様なバックグラウンドを持つメンバーが揃っ
ているからこそ、さまざまな視点から地域との新た
な関わり方やJCのあり方を模索できる、まさに風雲
児集団です！

（記事 : 幹事　島崎 雅世）

地域交流委員会

委 員 会 紹 介

春
期
ゴ
ル
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未来創造委員会

　私たち社会開発委員会では、塚本委員長が掲げる「価
値の創出」の所信テーマのもと委員会活動に励んでい
ます。
　メンバーは入会歴が3年以内のメンバーが多く、若手
とベテランの融合を行い、より柔軟な意見を出し合うこ

とで活動に役立てていくことを意識しています。
　祭りをはじめとする尾道の伝統文化への参加を行うことで、地域の皆様と積極的に関わり、い

ま町の人が思っていること、この町が抱える問題などを掘り起こ
すことで、共に抱える地域の課題や近い将来起きるかもしれな
い災害についてできることがないかを考えています。
　１年間、塚本委員長の下、団結し、それぞれのメンバーが価値
を創出し磨きあうことで、どの委員会よりも充実した１年間とな
るよう、活動してまいります。
　宜しくお願いいたします。　　　　

（記事 : 宮永 祐吾）

社会開発委員会

　私たち地域交流委員会は、「いちゃりばちょーでー」をテー
マに掲げ、大好きな宮古島の気候のように温かみあふれる
今城委員長のもと、個性と強みを兼ね備えた、まさにアベン
ジャーズのような集団です。
　遊び心あふれるメンバーの発案も、委員会のブレインで
ある加藤さんや、冷静沈着な宮本さんをはじめとする卒業予定者の支えによって、しっかりと形になっています。
　また、委員会の出席率も非常に高く、メンバー全員が楽しみながらJC活動に取り組んでいるのも大きな特徴です。

　子育てをしている会員や、趣味に情熱を注ぐ会員
など、多様なバックグラウンドを持つメンバーが揃っ
ているからこそ、さまざまな視点から地域との新た
な関わり方やJCのあり方を模索できる、まさに風雲
児集団です！

（記事 : 幹事　島崎 雅世）

地域交流委員会

委 員 会 紹 介

春
期
ゴ
ル
フ
大
会
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●学生時代頑張ったこと
　小学3年生から中学3年生までクラブチームでサッカーをしていました。
練習がしんどい時もありましたが、仲間たちと声を掛け合い頑張っていた
のはとてもいい思い出です。
　サッカーを続けてきてあきらめない気持ちを少しは持てるようになった
かなと思います。

●仕事で頑張っていること
　仕事では、スタッフが働きやすい環境づくりを
意識しています。お花の手入れや制作などに時間を使えるように、事務作業や発注
業務の効率化を考えています。また、体力的な負担を減らすために作業場を整え、
余裕を持って仕事をしてもらえるような職場を目指しています！
●趣味、好きなこと
　昨年9月、子供が通う小学校の試合に参加したことをきっかけにソフトバレーを
始めました。今では週に一度練習に参加しています。程よく体を動かせるので、少
しは運動不足も解消できているかなと感じています。怪我には気を付けつつ、これ
からも元気に続けていきたいです！

会社名 タカオフラワーブティック　会社住所 尾道市美ノ郷町三成1747-3　業種 小売業・生花販売

高
尾 

亮
平

た
か
お
り
ょ
う
へ
い

●学生時代に頑張ったこと
　学生時代は東広島から尾道までの長距離通学を継続しま
した。毎日の移動時間が長い中でも、遅刻せず計画的に行動
することを意識しました。時間の使い方を工夫し、継続力と自
己管理能力を身につけることができました。
●仕事で頑張っていること
　仕事ではメリハリを意識し、無駄のないテキパキとした行動を心がけています。
また、整理・整頓・清掃・清潔の4Sを徹底し、安全で効率の良い作業環境づくりに努

めています。日々の積み重ね
を大切にしています。
●趣味・好きなこと
　趣味は漫画を読むことで
す。さまざまなジャンルの作品に触れることで、気分転
換になるだけでなく、考え方や価値観を広げるきっかけ
にもなっています。空いた時間に楽しみながらリフレッ
シュしています。

会社名 株式会社咲人工業　会社住所 福山市藤江町1914-1　業種 解体業

島
谷 

弘
也

し
ま
た
に
ひ
ろ
や

●学生時代頑張っていた事・仕事で頑張っている事
　4歳のころから10年ほど柔道をしておりました。幼少期から柔道が当たり前
にある生活で、その中で我慢強さや礼節の大切さ。「礼に始まり礼に終わる」と
いう精神を学べたと思っております。
　私は現在、建設業に従事し、現場管理を中心に安全・品質・工程のバランスを

意識しながら日々の業務に取り組んでいます。周囲と
の連携を大切にし、段取りよく仕事を進めることを心掛
けてきました。今後も責任感を持って行動しながら、自
身の成長と地域への貢献が出来たらよいと考えていま
す。
●趣味・好きなこと
　私の好きなことは家族と過ごす時間です。休日は一
緒に出かけたり、食事を楽しんだりしながら、心身ともにリフレッシュしています。家
族との時間を通じて得られる支えや気づきを大切にし、仕事や地域活動にも前向き
に取り組んでいきたいと考えています。

会社名 T2株式会社　会社住所 尾道市平原4-6-24　業種 建設業

髙
橋 

直
也

た
か
は
し
な
お
や

　
3
月
12
日
（
木
）
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年

会
議
所
よ
り 

加
藤
大
将
会
頭 

を
お
迎
え
し
、
三

原
の
地
（
広
島
エ
ア
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
）
に
お
い
て
、

広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
に
よ
る
会
頭
公
式
訪
問
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
加
藤
会
頭
を
は
じ
め
日
本
青
年
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
広
島
へ
お
越
し
い
た
だ
き
、

会
頭
と
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
団
な
ら
び
に
各
地
会
員

会
議
所
理
事
長
と
の
意
見
交
換
会
、
ま
た
J
C
版
経

営
者
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
会
頭
は
、
J
C
の
本
質
的
価
値
に
つ
い
て

「
運
動
こ
そ
が
地
域
に
対
す
る
最
大
の
魅
力
で
あ

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
社
会
に
対
し
て
価

値
あ
る
運
動
を
継
続
的
に
展
開
し
、
時
代
や
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
毎

年
進
化
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
、
組
織
と
し
て
の

価
値
が
高
ま
り
、
地
域

か
ら
の
信
頼
と
共
感
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
懇
親
会
で
は
地
元
三
原
の
「
や
っ
さ
踊

り
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
終
始
活
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
多
忙
の
中
、
広
島
の
地
ま
で
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
加
藤
会
頭
を
は
じ
め
、
公
益
社
団
法
人

日
本
青
年
会
議
所
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　   

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
梅
本 

佳
克
）

　
3
月
16
日
（
月
）
に
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、

3
月
例
会
「It' s M

y Life 

～
地
域
を
支
え
る

『
動
け
る
世
代
』
へ
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
、
体
づ
く
り
を
切
り
口
に
、
心
と

身
体
の
健
康
が
日
々
の
行
動
や
地
域
活
動
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
師
と
し

て
お
招
き
し
た
株
式
会
社
L
E
M
O
N
の
ハ
ラ
ダ
マ
ン
、

リ
カ
さ
ん
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
挑
戦
、
体
づ
く
り

を
通
し
て
人
生
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ
た
実
体
験
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
「
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」
や
「
自
分
自
身
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
講
演
や
鼎
談
、
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、
自
ら
の
健
康
と
向
き
合
い
、
こ
れ

か
ら
の
行
動
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
私
た
ち
現
役
世
代
が
地
域
を
支
え
る
存
在

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
得
た
気
づ
き
や
学
び
を
、
日
常
生
活
や

日
々
の
J
C
活
動
の
中
で
の
行
動
に
つ
な
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
尾
道

に
新
た
な
価
値
を
生

み
出
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
当

委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
引
き
続
き

「
動
け
る
世
代
」
の

創
出
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
記
事
：
地
域
交
流
委
員
会 

委
員
長
　
今
城 

佑
基
）

３ 

月 

例 

会

３ 

月 

例 

会

会
頭
公
式
訪
問
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